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近年，気候変動により都市部の浸水被害が深刻化し，局所的・急速な浸水を即時把握するこ

とが災害対応の課題となっている．本研究では，SNS投稿を外部サービスから取得し，雨量

レーダとの関係分析やディープフェイク判定で誤情報を排除したうえで，生成AIによる浸水深

判定やレベルバック手法による面的な浸水範囲推定を行うリアルタイムシステムを構築した．

水位計・カメラ等の地域特有データや手動入力条件による推定機能も備え，SIP4D形式で防災

MRAG・SOBO-WEBへの連携も可能である．本システムは，現地の浸水状況を即時的にわかり

やすく提供するものであり，災害対応の迅速な判断に寄与することができる． 
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１．はじめに 

  

(1) 本研究の背景 

 近年，全国的な降雨の集中化・激甚化により，都

市部を中心に浸水被害が深刻化している．これらは

突発的かつ数時間で急速に進行し，行政機関などが

災害対応を行う際には，迅速な状況把握や適切な判

断が求められている． 

しかし，既存の雨量や河川水位等のデータだけで

は市街地の浸水範囲を面的に即時に捉えることは困

難であり，空中写真・衛星画像等は面的な把握に有

効であるがリアルタイム性には限界がある. 

一方で，近年はSNSの普及に伴い，災害発生時に

画像や動画が多数投稿されており，即時性の高い情

報源として利活用できる可能性がある．さらに，

SNS上の投稿を収集・分析し，災害に関する即時性

の高い情報を集約して提供するFASTALERT1)や

Spectee2)などのサービスが民間事業者から提供され

ており，SNS情報を災害対応に活用できる環境が整

いつつある．また，災害対応時には，関係機関や現

場対応者が情報共有を行い，状況認識を統一した上

で迅速かつ的確な意思決定を行うことが求められる．

そのため，浸水状況をリアルタイムに把握し，共有

可能な情報として提供することが重要となっている． 

  

(2) 本研究の目的と開発手法 

 本研究では，SNS情報等を活用して浸水状況をリ

アルタイムに把握し，共有可能な情報として提供す

ることを目的としている．既往研究3) 4) 5)において，

SNS投稿から得られる地点の浸水深情報から面的な

浸水範囲を推定する手法が提案されている．本研究

で開発したシステムは，既往研究を踏まえ，SNS画

像から浸水深の推定を自動化し，推定された浸水深

を用いて浸水範囲をリアルタイムで推定・出力可能

としたものである．SNS投稿には誤情報や災害と無

関係な情報が含まれるため，本研究では，全国の浸

水関連SNS投稿を外部サービスより取得し，レーダ

雨量との整合や画像解析によるディープフェイク判

定等を通じて投稿画像の信頼性を評価した．さらに，

信頼性の高い画像に写る浸水深を，生成AIを用いて

自動推定し，得られた浸水深情報からレベルバック

手法により面的な浸水範囲を推定した．また，上記

のSNS投稿不足を補完する形で地域に設置されてい

る水位計・カメラ・浸水センサのデータも取得し，

浸水範囲の推定を可能とした．これらの機能を統合

し，推定結果をWEB画面上でリアルタイムに表示す

る「多源情報統合型リアルタイム浸水状況推定・表

示システム(以後，本システムと記す)」を開発した． 

 

２．本システムの基本機能 

 本システムの処理フローと画面表示のイメージを

図-1に示す． 

 

(1) SNS情報の取得 

 浸水に関するSNS投稿データについては，FASTA

LERTを通じて常時取得する．FASTALERTは株式会



 

 

社JX通信社が提供するリスク情報収集サービスであ

り，XやInstagram等の複数のSNSに投稿される災害

関連のコメント，画像等をリアルタイムで収集し，

情報の分類や事実検証，位置情報の付加等を実施し

た上で，利用者に応じた情報を提供している．また，

同社が提供するスマホアプリNewsDigest6)とも連携

し，利用者が浸水の現場や浸水深（浸水状況）を所

定の項目に沿って投稿した情報も取得する． 

 

(2) 誤情報の選別・排除 

 (1)の処理後，位置情報と時間を基にレーダ雨量と

突合し，上流域を含め降雨がない投稿を排除する．

また，Image-Forgery-Detection (CNN)モデルを用い，

ディープフェイク画像を検知する機能を実装し，改

ざん画像等を含む信頼性の低い投稿を排除する． 

 

(3) 浸水状況の検知 

 (2)の処理後，生成AI(Gemini 2.5 Flash)を用いて

SNS投稿画像から浸水深を自動推定する．定型プロ

ンプト(AIモデルへ入力するテキスト情報)を画像と

ともにサーバへ送信，レスポンスを受信するスクリ

プトをPythonにより作成し，SNS投稿を取得するた

びに実行する設計とし，画像内に写り込んだ特徴物

(人や車等)の状態に応じて浸水深の目安(例:浸水深

30cm→ひざの高さ程度まで浸かる程度)を複数設け

て1cm単位で推定することとした(図-2参照)．また，

生成AIにおいては，画像の状況に関わらず，何らか

の浸水深値を出力するため，不適切な浸水深が出力

され，誤った状況判断につながることが懸念される．

これを踏まえ，システムに表示される推定結果の信

頼性を利用者が容易に判断できるよう，浸水深推定

結果に対して，4段階(「高:浸水深の判断に用いた基

準物(タイヤ，床面，人の足元など)が明瞭に写って

いる場合」,「中:基準物は確認できるが，一部が不

鮮明または判別しづらい場合」,「低:基準物が不明

瞭である場合」,「不明:浸水しているかどうかを視

覚的に断定できない場合」)で信頼度を出力するよ

うにした．(図-2参照)． 

 

(4) 浸水範囲の推定 

 (3)の処理後，推定した地点(起点)の浸水深と5m

メッシュ単位の地盤高データ(DEM)を用いて，起点

の浸水位を周囲にレベルバックすることにより浸水

範囲・浸水深分布を算定する．レベルバック手法に

は，起点から順次隣接メッシュの浸水を判定してい
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くFlood fill法を適用し，道路・鉄道の盛土等の標高

の高いメッシュで浸水が分断される実現象(浸水位

の連続性)を考慮した．特に傾斜がある地形におい

ては，浸水範囲が下流方向に過大となるため，SNS

投稿を中心として一定距離の境界(250m,500m,1000

m)を設定し，境界内の浸水範囲を推定した． 

浸水被害が発生すると，一連の浸水範囲に対し，

複数のSNS投稿が得られると考えられ，位置や浸水

深の信頼度(高，中，低)，生起時刻などの異なる情

報が混在することになる．これらすべてを用いて，

同時刻的に一括で内外挿すると，アルゴリズムの複

雑化による解析処理時間の増大に加え，推定精度が

かえって低下してしまう状況を招きかねないため，

個々の浸水位情報毎に浸水範囲を推定し，浸水範囲

が重なる部分についてはこれらを重ね合わせる方法

とした(図-3参照)． 

 

(5) 画面表示 

 (1)〜(4)の処理後，浸水範囲の推定結果とあわせ

て，詳細情報(浸水深推定の根拠データとなるSNS投

稿)を表示するとともに，推定される浸水深情報や

信頼度も合わせて表示する(図-1b参照)．これらの情

報は，SNS投稿から概ね10分以内に上記の処理を経

て画面表示される．SNS投稿からは投稿時刻の情報

は得られるが，撮影時刻の情報は得られないため，

システム上は投稿時刻でSNS投稿が表示される．こ

のため，画面上に表示するSNS投稿の期間を柔軟に

変更できる機能を設けた．期間はデフォルト値を24

時間とし，最小期間は洪水時を考慮し10分間隔，最

大期間は洪水後の閲覧を考慮し1ヶ月間表示可能と

した．また，浸水範囲はSNS投稿を中心に一定距離

(250m,500m,1000mの3段階で選択可能)の境界を活用

し，地域や浸水規模等によって異なるSNS投稿の密

度に応じて適切な範囲を設定できるようにした．ま

た，複数の浸水範囲が重なる場合には，浸水深が深

い方を優先的に表示するようにした． 

 

3．本システムのオプション機能 

 2.の基本機能に加え，浸水状況把握を支援する以

下の機能を実装した． 

 

(1) 外部手入力による解析機能（浸水写真の解析， 

浸水深の手入力） 

 2.(1)で取得可能なSNS投稿やNewsDigestアプリか

ら得られる浸水情報だけでは投稿数が不足する地域

が想定され，十分に浸水状況を把握できない場合が

ある．そこで，担当者が現地で撮影した浸水写真や

目視により確認したおおよその浸水深から浸水範囲

を推定できる機能を実装した．さらに，推定した浸

水範囲を，GISソフトでの表示や関係機関との情報

共有に活用できるように，shpやgeojson形式による

出力機能を実装した． 

本機能で浸水写真を利用する場合は，撮影地点と

浸水画像を入力することで浸水範囲を推定可能であ

る．また，浸水深を手入力する場合は，地点と浸水

深，解析範囲を設定することで浸水範囲を推定可能

である(図-4参照)．本機能では，担当者が解析範囲

を広範囲に設定できるように入力地点から半径

3000mを上限値として浸水範囲を推定可能とした．

本機能により，SNS投稿の不足による情報空白域を

補完できるだけでなく，現地の浸水状況から迅速に

浸水範囲を推定することが可能となる．また，「特

定の地点で浸水が発生した場合，どの範囲まで浸水

が拡大するか」といったシナリオ検討にも利用でき

るため，浸水リスクの把握や避難計画の検討など，

防災・減災の事前検討に活用可能である． 

 

(2) リアルタイム反映機能 

 災害時には，各防災担当者が独自の情報源や現地

調査に基づいて浸水状況を把握していることが多い

ため，状況認識の不一致が生じる場合がある．そこ

で，利用者が(1)に示す手法より独自に推定した浸水

範囲結果をシステム上に登録し，利用者間で共有可

能とした．本機能により，現地で把握された最新の

浸水情報を即座に共有することにより，関係者間の

状況認識の統一や迅速な意思決定を支援する． 

 

(3) 地域特有情報機能 

 地域によってはSNS投稿が少ない場合がある．そ

のため，SNS投稿に加えて，水位計・カメラ・浸水

図-4 外部手入力(浸水写真の解析・浸水深の手

入力)による浸水範囲の推定画面イメージ 

浸水写真の解析 
①撮影地点を入力 

②写真をアップロード 

③実行 

④結果のダウンロード 

浸水深の手入力 
①浸水地点を入力 

②浸水深を入力(任意の浸水深) 

③浸水深の演算範囲を設定 

④実行 

⑤結果のダウンロード 

 

※本図は浸水深手入力による推

定結果イメージ 

 

図-5 地域特有画面の表示イメージ 

撮影画像や任意の浸水深

から浸水範囲を推定・閲

覧可能 
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センサ等の自治体が保有する地域特有の観測データ

を活用できる機能を実装した．本機能では，試行的

に静岡県静岡市，茨城県つくば市，奈良県川西町を

対象とし，関係自治体のHP等から取得したデータ

を閲覧可能としている．また，静岡県静岡市につい

ては，浸水範囲の推定において一定の精度が確保で

きたカメラ・浸水センサを活用し，浸水範囲の推定

が可能である(図-5参照)．カメラ画像では2.(3)で実

施した浸水情報検知により浸水深を推定し，2.(4)の

レベルバック手法により浸水範囲を推定する．また，

浸水センサは検知した浸水深情報から2.(4)のレベル

バック手法により浸水範囲を推定する．本機能によ

り，SNS情報が不足する地域においても浸水状況の

把握や精度向上が期待できる． 

 

(4) 前処理結果モニタリング機能 

 SNS情報を活用し浸水範囲を推定するため，利用

者が投稿の採否や判定結果を確認し，その妥当性を

判断できる機能が必要である．特に，誤情報の排除

で有用な投稿が除外されていないか，また除外され

た場合にその理由を把握できることが重要である．

そこで，2.(2)で実施した処理結果をモニタリングで

きる機能を実装した．本機能では，処理結果とその

判定根拠をSNS投稿と合わせて表示するとともに，

地図上で〇×表示(〇:誤情報ではない，×:誤情報）

することが可能である．これにより，判定結果の妥

当性を確認でき，システムの透明性および利用者の

信頼性向上に寄与する． 

 

４．災害対応システムへの情報共有・活用 
  

 本システムでは，SNS情報や浸水推定結果を

SIP4D-ZIP7)形式で出力する機能を導入した．本形式

は，防災情報共有のための共通データフレームワー

クとして標準化された仕様である．このため，防災

情報システム間でのデータ交換や相互運用性を確保

しやすく，災害対応機関間の円滑な情報共有を実現

可能である．さらに，災害情報を地理空間情報とし

て共有可能な内閣府の新総合防災情報システム

(SOBO-WEB)8)での採用実績や防災における外部情

報(テキスト・画像等)も利用して文章等を生成する

技術(MRAG)である防災MRAG9)等の防災情報基盤

との連携にも活用可能である．よって，防災情報共

有基盤へ容易に展開でき，災害対応機関における状

況把握や意思決定支援への活用が期待される． 

 

５．おわりに 
  

 本研究で得られた主要な知見を以下に示す． 

 浸水深の判定を自動化することで，日本全国の

SNS投稿の情報から推定した浸水範囲をリアル

タイムで表示可能とした． 

 手入力による推定機能を組み込むことで，SNS

投稿だけに頼ることなく浸水状況の把握等に役

立てられる．また，リアルタイムに結果を反映

させ，関係者と情報共有することができる． 

 地域によってはSNS投稿が少なく，浸水が発生

しても情報が得られない区域に対し，地域特有

情報を活用することで浸水範囲の推定が可能と

なり，状況把握に寄与する． 

 浸水の水面が水平に広がることを仮定したレベ

ルバック手法では，内水氾濫のような市街地浸

水では効果を発揮するが，外水氾濫等の水面勾

配が大きくなるような場合には，実態と推定結

果に差異が生じる可能性がある． 

 

上記のように，本研究で構築したシステムは，現

地の浸水状況を即時的にわかりやすく提供するもの

であり，行政機関や防災関係者が災害対応を行う際

の迅速な判断に寄与することが想定される． 

今後の課題としては，浸水範囲推定手法の高度化

が挙げられる．複数のSNS投稿等の情報を組み合わ

せて内挿補間等により水面勾配を推定する方法や，

地域ごとに物理モデルを用いたシミュレーションや

AIモデルを活用した浸水範囲推定手法などを今後検

討し，リアルタイムでより精度良く浸水範囲を推定

可能な手法をシステムに実装していく予定である． 

今後の展望としては，本システムで活用する浸水

情報の収集基盤を強化することが重要である．本研

究ではNewsDigestアプリに投稿された浸水情報を利

用しているが，地域によっては十分な投稿数が確保

できない場合がある．そのため，アプリユーザー拡

大に向けて自治体などと協力して広報を行い，浸水

情報の投稿数を確保することが有効であると考えら

れる．また，本システム機能を当社が開発している

RisKma10)と連携し，自治体ごとにパッケージとして

展開し，活用範囲を拡大していくことも有効である． 
 
謝辞：本研究は，内閣府が実施する，研究開発とSociety 

5.0との橋渡しプログラム(BRIDGE)の対象施策として文部

科学省が担当する「個人情報・公的情報等を安全に活用

可能な被災者支援AIサービス開発基盤」(実施機関：防災

科学技術研究所(NIED))の一環として実施した成果をとり

まとめたものである． 
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